
定例会見

日時：令和５年６月２９日（木）　１１：３０～
場所：行政経営会議室

会見内容

１．発表事項　

(1)牧野富太郎博士寄贈の書と旗について
岐阜薬科大学 庶務会計課

(2)甲種防火管理新規講習のオンライン化と県内への展開について
岐阜市消防本部 予防課

(3)「ぎふ未来ﾄｯﾌﾟｱｽﾘｰﾄ育成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」強化指定選手の認定について
ぎふ魅力づくり推進部 市民スポーツ課

(4)「第３６回長良川薪能」の開催について
　 ぎふ魅力づくり推進部 文化芸術課

令和５年度 第４回 市長定例記者会見
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1-(1) 牧野富太郎博士寄贈の書と旗について                   

 

・「植物学の父」と呼ばれる牧野富太郎博士は昨年生誕 160 年 

今年は牧野博士をモデルとしたＮＨＫの連続テレビ小説『らんまん』が放映 
 

→牧野博士と岐阜薬科大学の前身である岐阜薬學専門學校とのかかわりについて紹介 

 

１ 牧野博士と岐阜市、岐阜薬科大学とのかかわり 

 

①牧野博士からの書と旗 

・岐阜薬學専門學校 應援團史の中で、昭和 14 年の岐阜薬學専門學校  

植物研究部 夏期大採集会（7/19～7/21）において（飛騨地域の採集に際し） 

牧野博士にご指導をいただき、書と旗を賜ったと記録 

 

 

・書には 

「草を褥（しとね：布団のこと）に 木の根を枕  

花と恋して五十年 岐阜[ ]薬学専門学校 

植物研究部 牧野結網 我歳七十八」 

※[]内は不明瞭な文字（協力：高知県立牧野植物園） 

薬科大学の薬草園担当教授が公益財団法人 高知県牧野記念財団理事 

であることから、高知県立牧野植物園にご協力いただいて確認できた。 

 

・旗には 

「岐阜薬學専門學校 植物研究會 牧野富太郎 書」 

 

 

 

 

 

 

・牧野博士の日記や採集ノートなどからまとめた 

植物採集行動記録にも昭和 14 年 7 月に 

「岐阜薬学専門の會」の記載 

 

 

 

 

      

 

  

↑今回の調査で見つかった書（左）と旗（右） 

※いずれも岐阜薬科大学薬草園研究室蔵 
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②植物 2種の発見 

    ・牧野博士に指導、同行いただいた昭和 14 年の夏期大採集会において、 

飛騨で発見したアヲヤシャクナゲとウスバクロモジの植物２種の情報を、 

薬科大学の吉田教諭が岐阜薬學専門學校 創立 10 周年記念として、 

岐阜県産 薬用植物のリストに記載し公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

    ・牧野博士は上記２種について 

實際園藝という雑誌の中で 

「昭和十四年（1939）七月、岐阜薬學専門學校の 

吉田裕君等と飛騨國益田郡朝日村青屋の 

青屋御料林の地に植物を採集し同地で一の 

新しいシャクナゲを発見した」 

ウスバクロモジについては 

「私の名つけた新名である」と記録 

 

 

③牧野博士と鵜飼観覧 

 

・牧野博士は明治 32 年 8 月に 

岐阜市を訪れ鵜飼を観覧したことが植物採集行動記録に記載 

 

・専門家によると、牧野博士は、 

尊敬する江戸時代の植物学者 飯沼慾斎ゆかりの地を訪問 

この時、岐阜に滞在して、飯沼慾斎の子孫等と鵜飼観覧と推察 

※東京都練馬区立 牧野記念庭園学芸員 田中純子氏より 

岐阜県産薬用植物のリスト 

・岐阜薬學専門学校創立拾周年記念として 

同校の吉田裕教諭により公開 

このリストは岐阜薬學専門學校植物研究部が 

採集、調査した標本をもとに書かれており、 

昭和 14 年の発見についても補遺（後から補足し付け

加えること）として追加 
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２ 今後の展開 

 

・岐阜市と深いかかわりがあり、優れた業績を残した牧野博士にかかわる 

今回ご紹介した資料をはじめ、岐阜薬科大学所蔵の関連資料を 

岐阜市歴史博物館エントランスにて 

令和 5年 7 月 11 日から 9月 24 日まで 

無料で一般公開 

 

・これに合わせて岐阜市歴史博物館管理の岐阜県ゆかりの植物学者 

飯沼慾斎 関連資料も 2階総合展示室において 

有料で同時に展示 

 

 

会期 

令和 5 年 7 月 11 日（火）～9月 24 日（日） 

 

会場 

岐阜市歴史博物館（岐阜市大宮町 2 丁目 18-1） 

 

・牧野富太郎 

1 階 エントランス※観覧無料 

 

・飯沼慾斎 

 2 階総合展示室 ※常設展観覧料 

高校生以上 1 名 310 円 

飯沼 慾斎（いいぬま よくさい） 

・1783（天明 3）年 6 月 10 日、伊勢国亀山生 

・日本の本草学者であり、解剖なども行った医師 

・晩年は、大垣郊外に別荘である「平林荘」を構え

て植物研究に没頭し、著書に「草木図説」がある 

・「草木図説」は我が国で初めて西洋のリンネ式分

類に基づいた植物図説 
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1-(2) 甲種防火管理新規講習のオンライン化と県内への展開について              

１ 全国の模範と評され、消防庁長官賞を受賞 

・ この度、総務省消防庁主催の「第7回予防業務優良事例表彰」にて 

本市の取り組みである「甲種防火管理新規講習のオンライン化」が「全国の模範」と 

高く評価され、最高位の賞「消防庁長官賞」を受賞。（R5.6.8 記者発表） 

  

 

 

 

２ 事業の概要  

・ 従来の「甲種防火管理新規講習」は2 日間にわたって消防本部で受講する必要があり、 

 「拘束時間が長い」、「移動時間が負担」などの受講者の声が多数。 

・ そのため、本市では、 

令和2年2月から全国初の取り組みとなる講習のオンライン化に着手。 

・ 甲種防火管理新規講習とは、多くの人が出入りする建物などを 

火災による被害から守る「防火管理者」の育成が第一の目的。 

・ 単に利便性を高めるだけでなく、講習の質も向上させるよう工夫。 

・ 約2年の準備期間を経て令和4 年3 月から運用を開始。 

 

 

 

 

 

 

 

 
受講状況 講習画面 

甲種防火管理新規講習とは 
多数の者が出入・勤務・居住する建物などにおいて、 
火災の予防や被害軽減のための業務を推進する「防火管理者」の資格取得のための講習。 
消防法令で１０時間の講習を行うことが義務づけられている。 

選考委員コメント 
「全国に先駆けてオンライン化による講習プログラムの検討に着手した先進的な試み」 
「オンライン方式を取り入れても講習の質が落ちることがないよう工夫している点が高く評価できる」 
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（工夫した点） 

・ 講義資料の作成、講義動画への出演はすべて本市の現役消防職員が担当し、 

・ 講習効果を上げるため、職員オリジナルのエピソードや注釈などを交えながら、 

わかりやすく、復習しやすい内容に。 

・ 消火器の取扱いなどは、実物に触れて操作方法を修得することが 

必要であるため、あえてオンライン化せず、「実技講習」として対面形式で実施。 

・ 実技講習後に「確認テスト」を対面で実施し、理解度を確認。 

（オンライン化の効果） 

・ これまでに１１回の講座を実施し、約1,000 人が受講。（令和5年6月時点） 

・ ９割近い受講者から「受講しやすかった」「わかりやすかった」との高評価。 

・ コロナ禍においても講習を開催することが可能。 

 

 ３ 受講システムの県内への展開 

 ・ 令和4年度に岐阜県内の消防本部に対し、 

   本市が構築した受講システムの共同運用を提案したところ、5 本部から賛同。 

 ・ この7 月から各務原市消防本部、羽島郡広域連合消防本部にて、 

本市の受講システムを利用した防火管理講習が開催予定。 

 ・ 今後、飛騨市、郡上市、高山市の各消防本部においても同様に講習が開催予定。 

 ・ 市消防本部が単独で構築したシステムが、 

県内の他消防本部へ提供されるという横への展開は全国初の取り組み。 
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1-(3)「ぎふ未来ﾄｯﾌﾟｱｽﾘｰﾄ育成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」強化指定選手の認定について   

１ ぎふ未来トップアスリート育成プロジェクト  
   

   ・本市では、東京２０２０
にーぜろにーぜろ

オリンピック・パラリンピックのレガシーを 

市のスポーツ振興につなげていくため、 

「ぎふ未来トップアスリート育成プロジェクト」として 

４つの取り組みを実施。 

    

① オリンピック・パラリンピック出場選手等の経験や技術を 

子どもたちに伝える講演等の開催（トップアスリート次世代継承事業）、 

 

② スポーツをこれから始めようとする子どもたちのきっかけ作りとして、 

専門の指導者が、子どもたちに体操や陸上等の指導を行う教室の開催 

（スポーツスタートアップ事業）、 

 

③ 上位の成績を目指す競技者が、高度な指導を受けられるよう、 

専門の指導者をスポーツクラブ等へ派遣（ハイレベル指導者派遣事業）、 
 

④ さらに、国際大会や全国大会に出場する選手の支援（岐阜市トップアスリート支援）。 
 

 

２ 強化指定選手事業  
 

・４つ目の岐阜市トップアスリート支援の一環として、 

本市では、これまで国際大会等で優秀な成績を収められるなど 

オリンピック・パラリンピックへの出場と活躍が期待できる 

本市在住または出身の選手を 

強化指定選手に認定し、活動を支援。 

 

・今回は、昨年度に引き続き、「２０２４年 パリ大会（夏季）」と、 

「２０２６年 ミラノ・コルティナダンペッツォ大会（冬季）」の 

出場を目指す１０名の選手（継続８名＋新規２名）を認定。 

 →詳細は配付の〔資料〕のとおり 

 

・また、このうち 

① 陸上・走高跳の赤松諒
あかまつりょう

一
いち

さんと⑤フェンシングの長瀬
な が せ

凛乃
り の

さんは、初認定。 

 

・強化指定選手に対しては、 

活動を支援するために、１人あたり最大５０万円を支給。 
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３ 認定証授与式 

・認定証授与式を、７月６日（木）１６時～開催予定（場所：行政経営会議室） 

    （出席予定者：赤松
あかまつ

諒
りょう

一
いち

さん、長瀬
な が せ

凛乃
り の

さん、鈴村
すずむら

健太
け ん た

さん代理：父 鈴
すず

村
むら

元宏
もとひろ

さん、 

          辻
つじ

 すみれさん代理：母：辻
つじ

 みちよさん） 

 
  ・記者の皆様には、ぜひ取材をお願いしたい。 
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〔 資料 〕                                 年齢（令和 5 年 4 月 1 日現在） 

■令和５年度 強化指定選手一覧（順不同） 

継続/ 

新規 

(※) 

 

① 
＜ 赤松 諒一（ あかまつ りょういち ）：陸上（走高跳） ＞  

・アワーズ／岐阜市在住、精華中学校卒／２８歳 

・第10回アジア室内陸上競技選手権大会 走高跳：1位 

新規 

パリ 

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ 

（夏） 

② 

＜ 今井 月（ いまい るな ）：水泳（競泳） ＞  

・株式会社バローホールディングス、東京ドームスポーツ／岐阜西中学校卒／２２歳 

・第98回日本選手権水泳競技大会 女子200ｍ平泳ぎ：1位 

継続 

③ 

＜ 鈴村 健太（ すずむら けんた ）：フェンシング（フルーレ）＞  

・株式会社大垣ケーブルテレビ／加納中学校卒／２４歳 

・R5 ワールドカップ エジプトカイロ大会 男子フルーレ団体：1位 

継続 

④ 

＜ 辻 すみれ（ つじ すみれ ）：フェンシング（フルーレ）＞  

・株式会社大垣共立銀行／岐阜聖徳学園大学附属中学校卒／２３歳 

・R４ ワールドカップ ポーランド大会 女子フルーレ団体：2位 

継続 

⑤ 

＜ 長瀬 凛乃（ ながせ りの ）：フェンシング（フルーレ）＞  

・岐阜総合学園高校／岐阜市在住、境川中学校卒／１７歳 

・令和４年度全国高等学校総合体育大会 女子フルーレ個人：1位 

新規 

⑥ 

＜ 廣田 彩花（ ひろた さやか ）：バドミントン（女子ダブルス）＞  

・株式会社丸杉／岐阜市在住／２８歳 

・R4 インドネシアオープン 女子ダブルス 2位 

継続 

⑦ 

＜ 福島 由紀（ ふくしま ゆき ）：バドミントン（女子ダブルス）＞  

・株式会社丸杉／岐阜市在住／２９歳 

・R4 インドネシアオープン 女子ダブルス 2位 

継続 

⑧ 

＜ 井戸 夢翔（ いど ゆめと ）：パラ水泳 ＞  

・岐阜農林高校、ぎふGUSH／岐阜市在住、青山中学校卒／１７歳 

・IWASワールドゲームズ2022 100ｍ背泳ぎ：2位 

継続 

パリ 

ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ 

（夏） 

➈ 

＜ 村瀬 心椛（むらせ ここも）：スノーボード（ﾋﾞｯｸﾞｴｱ・ｽﾛｰﾌﾟｽﾀｲﾙ）＞ 

・ムラサキスポーツ/岐阜市在住、岐阜西中学校卒／１８歳 

・北京冬季オリンピック ビッグエア：3位/スロープスタイル：10位 

継続 
ミラノ 

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ 

（冬） 
⑩ 

＜ 村瀬 由徠（ むらせ ゆら ）：スノーボード（ﾋﾞｯｸﾞｴｱ･ｽﾛｰﾌﾟｽﾀｲﾙ）＞ 

・岐阜第一高校、ムラサキスポーツ/岐阜市在住、岐阜西中学校卒／１６歳 

・R4ワールドカップスイス大会 ビッグエア：4位 

継続 

（※）新規：初認定 

（※）継続：令和4年度における強化指定選手の認定からの継続 
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1-(4)「第３６回長良川薪能」の開催について        

本市の夏の風物詩である長良川薪能を今年も開催します。 

 

１．開催概要 

・開催日時：9 月 2 日（土）18：00 開演 

・場  所：岐阜グランドホテル前 

長良川河川敷特設舞台 

・演  目：＜ 能 ＞ 『屋 島
や し ま

』 梅
うめ

若
わか

 紀
き

彰
しょう

 

＜狂言＞ 『井
い

杭
ぐい

』 井上
いのうえ

 松
まつ

次郎
じ ろ う

 

 

 

 

 

 

 

 

２．新たな取り組み 

（１）より訪れやすく、鑑賞しやすい 

・開催日を「金曜日」から「土曜日」に変更 

・事前申込みの椅子席を従来より大幅に増設 

（２）観覧エリア等の見直し 

・金華山、長良川の舞台背景はそのままに、 

能楽鑑賞の雰囲気を高めるため、 

観覧エリアの横幅を狭め、陣幕や幟
のぼり

で囲う 

・市民ワークショップを開催し、 

制作した提灯を会場に設置 

・演者やかがり火を引き立たせるため、 

落ち着いた舞台照明 

（３）演目のおもしろさ、奥深さを伝える 

・観覧者全員に解説リーフレットを配布 

・開演前の舞台上で出演者が解説のポイント等を説明 

【観覧レイアウト】 
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３．観覧席の申込み 

・椅子席は全席事前申込制、観覧は無料 

・申込期間：明日（6 月 30 日(金)）から 8 月 21 日(月)まで 

・申込方法：ウェブフォーム又は往復はがき ※申込者 1人につき 2席まで 

・優 待 席：長良川薪能応援寄附金又は協賛金で 2,000 円以上の 

支援いただいた方には、優待席 2席までを用意（抽選なし） 

 

 


